
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 ‐ 23 23 100.0% a 1.00

2 ‐ 43 43 100.0% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ａ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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教育委員会・生涯学習部

年度指標名

学校における地域の学びの場の創出（箇所数）

京都市図書館利用登録者数（万人）
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施策の評価

施策に関係する
主な分野別計画等

共管局・部室担当局・部室

上位政策 19　生涯学習

１　客観指標評価

施策番号 1901

施策名 市民だれもが参加できる「学びのネットワーク」の拡充

概要

　生涯学習関係機関・団体との連携を密にし，京都ならではの豊富な学習資源を相
互に結びつけるとともに，市民に身近な学びの拠点の充実・活用を図る。

市民生活実感調査総合評価

設問

京都には，大学や博物館，神社仏閣，企業，ＮＰＯなどが提供
する学習機会が豊富にある。
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３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ａ ａ

年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 63,887 67,588

2 13,379 7,372

3 48,457 48,915

4 11,353 10,842

5 5,543 6,095

6 21,823 21,682

7 6,171 6,011

8 72,096 78,555

9 8,189 7,970

10 3,000 2,910

11 273,224 298,464

12 138,811 120,547

13 1,841,805 1,851,436

14 84,637 85,314

15

16

17

18

19

20

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

良い 教育委員会

かなり良い 教育委員会

かなり良い 教育委員会

悪い 教育委員会

良い 教育委員会

都市計画局

良い 教育委員会

良い

教育委員会

教育委員会

かなり良い

みやこ子ども土曜塾 かなり良い 教育委員会

かなり良い 教育委員会

施策の目的が十分に達成されている

重み付け

事業名

歴史資料館管理運営

かなり良い 教育委員会

障害のある市民の生涯学習の推進

やましなの家運営費

今後の方向性の検討

□　客観指標

京都市久我の杜生涯学習プラザ

女性研修

生涯学習情報提供システム

生涯学習市民フォーラム

年
度

-

-

 　市民の実感
A

（重み付けの理由）
　多彩な市民のニーズに応えられているかは，客観指標よりも実際に利用されている市民の実感
に重みを付けるほうが適切であるため。

（原因分析）
・学校が地域の学びの拠点として定着しており，学校・家庭・地域が連携して生涯学習の取組が進められている。
・図書館利用登録者数の増加は，夜間開館実施館の拡大，オンライン化による一体化（全館間で予約・取寄せ・貸出・
返却が可能），インターネットでの蔵書検索，地下鉄駅への返却ポストの増設などのサービス利便性の向上によるところ
が大きい。
・市民生活実感評価についてはa評価となり，身近な学びの場の充実を含め，京都の都市特性を生かした多種多様な
学習機会の豊富さを市民の方にも実感いただけている。

京都市日野野外活動施設

かなり良い 教育委員会

担当局
23年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

良い 行財政局

かなり良い

京都市野外活動施設京北山国の家

・引き続き，地域に開かれた学校づくりや市民にとって利便性が高いと感じられる図書館サービスの
向上など，最も身近な学びの拠点として，その機能の充実に努めることにより，地域の生涯学習活動
の活性化を図る。
・生涯学習関係団体相互の連携と情報共有を進めることにより，幅広い世代のだれもがいつでもどこ
でも学び続けることができる環境づくりを推進する。

京都市生涯学習総合センター（京都アスニー）

京都市生涯学習総合センター山科（アスニー山科）

京都市図書館

京都市学校歴史博物館

事業費の状況（千円）

22年度
決算額

23年度
予算額



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 200 32年度

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23

‐ ‐ a

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 50万人 32年度

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23

‐ ‐ a

最新数値の目標値に対する達成度が
a：100%以上
b：90%以上～100%未満
c：80%以上～90%未満
d：70%以上～80%未満
e：70%未満

100％以上をａ，以下10％刻みで基準を
設定した。

全国順位
中長期目標

備考
根拠

数値 根拠

39 43 4万人増 43
平成32年度の目標値（50万人）に向け
当該年度に達成すべき数値。

京都市立図書館の利用登録者数

京都のまち全体が学びの場となることをめざし
て，市民に最も身近な学びの拠点である図書館
の活用状況を示す指標

算出方法：京都市立図書館20館の利用登録者数の合計
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値 推移
目標値

21年度 22年度

指標名 京都市図書館利用登録者数（万人）

担当課 中央図書館 連絡先 ８０２－３１３３

最新数値の目標値に対する達成度が
a：100%以上
b：80%以上～100%未満
c：60%以上～80%未満
d：40%以上～60%未満
e：40%未満

100％以上をａ，以下20％刻みで基準を
設定した。

全国順位
中長期目標

備考
根拠

数値 根拠

‐ 23 - 23
平成32年度の目標値200箇所に向け当該
年度に達成すべき数値。

学校と保護者，地域住民が協力の下，市立学校等にビオトープやベンチテーブル等，ふれあい交流活動や開かれ
た学校づくりを促進する環境を手作りで製作・整備し，地域の学びの場を創出する「学校ふれあい手づくり事
業」の実施箇所数

市民ぐるみで子どもたちを育むための地域の参
画・協働による学びの場の創出状況を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値 推移
目標値

年度 22年度

施策名 1901 市民だれもが参加できる「学びのネットワーク」の拡充

指標名 学校における地域の学びの場の創出（箇所数）

担当課 生涯学習部生涯学習推進担当 連絡先 ２５１－０４１０


